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Solution Overview : EPM（連結会計・グループ経営管理）

EPM領域における2つのサービスライン
～ EPM(連結会計・グループ経営管理)領域においてQUNIEが有する「2つの顔」～

2つのサービスラインからクライアントの課題を解決

急速に経営環境が変化する中、連結ベース・企業グループ全体での業績を適宜モニタリングし、経営判断に資する情報を
提供するEPMの重要性はより高まってきています。
一方、EPMの推進においては、従来の連結決算パッケージシステムの導入という枠組みでのプロジェクト推進は困難であり、
プロジェクトスコープの定義に始まり、業務要件とシステム要件の整合、ベンダーのコントロール、ユーザー側工数・スキルの確
保、安定稼働に向けた定着化、といった課題を多くの企業が抱えています。また、信頼して任せることができるベンダーを探す
ことが困難、という実状もあります。
我々QUNIE FMTチームは、これらの課題を解決すべく、以下2つの側面からクライアントを支援します。

EPM：Enterprise Performance Management

1 EPM関連プロジェクトの品質向上サービス

→ EPM領域でのWork with Client

⁃ EPM関連プロジェクトの

⁃ 各フェーズにおいて

⁃ 顧客側の立場にたって

⁃ 専門性を活かした支援を行い

⁃ プロジェクトの品質向上に貢献する

2 EPMシステムの構築・運用保守サービス

→ EPM領域における信頼性の高いベンダー

⁃ EPMシステムを

⁃ ベンダー側の立場として(※)

⁃ 構築および運用保守する

- プロジェクト -

顧客

QUNIE 顧客側の立場

ベンダー

顧客

QUNIE ベンダー側の立場

※ 国内製品はベンダー自らが導入するスキームが主であるため、

海外製品(Oracle Hyperion) が中心となる。

- プロジェクト -

- 業種 - - 連結売上 - - ベンダー -

電気機器 約1.2 兆

DIVA

ISID

Oracle

建設 約1.5 兆

精密機器 約5,000 億

パルプ・紙 約1.5 兆

商社 約7兆

機械 約7,000 億

- 業種 - - 連結売上 - - 製品 -

食品 約1.5 兆

Oracle ( ※)

電気機器 約1,000 億

自動車 約8,000 億

自動車 約12兆

電気機器 約5,000 億

化学 約2.5 兆

Â主な支援事例 (2016 年8月時点)

Â特長

V 業務とシステムを繋ぐ、顧客とベンダーをつなぐ

V ニーズと状況に応じた支援が可能

(少数精鋭、どのフェーズからでも支援可能)

V (共通) 経験・スキル・知見に基づいた支援

V Oracle社のHyperion Financial Management(HFM)
をベースとしたプロジェクトテンプレートである「Q-Solution」を
活用 (※)

V 制度決算要件にも管理要件にも対応

※ 別ブローシャー参照。また、Q-Solの方法論は①のサービスにおいても有効

※ 「Oracle Excellence Award Specialized Partner of the Year (2015) :

Business Analytics – Japan」 を受賞
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運用・保守教育・移行構築

運用・保守教育・移行構築

① EPM関連プロジェクトの品質向上サービスの支援内容

フェーズ
要件定義

プロジェクト
準備

ベンダー・
システム

選定

業務
要件定義

企画・構想

1

支援内容
業務プロセス設計

UAT支援PMO支援

構想策定支援 システム要件妥当性レビュー

RFP作成

PJ詳細計画レビュー

ユーザー教育・展開支援

マニュアル整備

運用定着化支援

現状課題整理

候補システム情報取り纏め

選定

顧客

QUNIE EPM領域でのWork with Client

ベンダー

発生し得る
課題

(悩み事)

発生の背景・
原因

打ち手

各フェーズで発生し得る課題(悩み事)に対する打ち手として参画し、プロジェクト全体の品質向上に貢献します。

システムおよび
ベンダー選定の
妥当性判断

PJ詳細計画上の
WBS・体制・コスト・

PJ管理方針の
妥当性判断

業務要件と
システム実装

との間で発生した
GAPの取り扱い

ユーザー側のテスト・教育・
データ移行・マニュアル整備

等のタスクにおける
工数およびノウハウの不足

安定稼働・定着化
に至るまでの混乱、
改修による不具合

発生

BPR上での
妥当性判断

構想段階での
妥当性判断

⁃ 製品情報の不足(2)

(RFP作成および選定においては、詳細情報が必要)

⁃ ベンダーとの立場の違い、およびベンダーの本質

(ライセンス販売が目的、「出来る」と営業)

⁃ ベンダー側のスキル・経験不足、PJとして捉える範囲の違い

(システム機能面の構築のみをPJと捉えてしまう)

⁃ 業務ユーザーはシステム構築面の

タスクには不慣れ、

かつ日々の業務もある

⁃ 稼働までを偏重し、運用・保守を

軽視してしまう傾向

⁃ 他社事例、製品情報の不足(1)

(企画・構想、BPRを行う上でも、

一定の製品情報がないと

絵に描いた餅に)

顧客側の立場での各種支援
QUNIE

顧客

② EPMシステムの構築・運用保守サービスの支援内容

フェーズ 要件定義
プロジェクト

準備

ベンダー・
システム

選定

業務
要件定義

企画・構想

顧客

豊富な経験とスキルに基づき、確かな品質での構築および運用保守を行います。

QUNIE 2 EPM領域における信頼性の高いベンダー

RFP

確かな品質での構築
QUNIEの必要性・価値

Why QUNIE ?

Why QUNIE ?
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